
2009 和鉄の道 Iron Road   口絵 

口口絵絵--11    日日本本のの重重厚厚長長大大のの時時代代をを支支ええたた鉄鉄ののモモニニュュメメンントト  

 1. 鉄の街「工都 尼崎」を支える尼ロック（尼崎閘門）                      

 尼崎港 尼崎ロック・尼崎閘門 

1954 年第一閘門１９６４年第二閘門 完成 

  〔1997年改良工事で新尼ロックに〕 

 

 2. 山陰線 余部鉄橋 明治４５年３月開通 日本最大のトレッスル橋で歴史的な初期鉄道建築物 

        開通後 ９０年を経て 現在 新しいコンクリート橋がすぐ横に建設中  

       
高さ41m の橋脚が立ち並ぶ鉄橋を列車が山から山へ通過する山陰線 餘部鉄橋 

長さ 310.59m 高さ  41.45m  11基の橋脚、 23連の鉄桁を持つ1921年開通のトレッスル橋（鉄構造橋脚橋）。 末広がりのやぐら

状に組まれた鋼橋脚を多数短ス

パンで使用して橋桁を支持する形

式の橋梁。 

下部工のスレッスル橋脚 総鋼材

重量 664tはすべてアメリカで製作。 

船で日本に運ばれ、陸路のなかっ

た餘部で 艀に積み替えられ、直

接 陸揚げされた。 また、上部工

の橋桁 総鋼材重量346t は石川島製作所で製作され、神戸から陸路運ばれた。 

橋脚・橋桁ともにリベット接合組立で、 現地に大量の丸木足場を組んで据え付けられたという。  

 

市域全体の約半分がゼロメートル地帯の尼崎を護る防潮堤 港の出入りはパナマ運河方式の尼ロック〔尼崎閘門）

        重厚長大・高度成長期を支えた「工都 尼崎」の鉄のモニュメント（写真は新尼ロック） 

1954 年第一閘門１９６４年第二閘門 完成

中西睦夫
スタンプ



3.  １９７０年完成  関西で最初に建設された揚水発電所 宇治川喜撰山発電所  

      「高溶接性・強度・靭性を兼ね備えた高級高強度厚鋼板の実用化の先駆」  

 

     

旺盛な電力需要をカバーするための大型水力発電所の建設が待ったなし

の時代。 ダム湖から高落差の水圧鉄管を通して水を落として水車を回し

て発電する大型発電所。その水圧鉄管には極めて高い水圧と水衝撃が加

わるので、その材料となる鋼板には厚肉で高い強度と靭性そして 大型構

造物建設の技術としての溶接の容易さが要求された。  

まだ、高強度鋼板のJIS鋼材規格のない時代に 待ったなしに実用化を達

成せねばならぬ水圧鉄管（ペンストック）の厚鋼板・溶接技術開発のプロジ

ェクトが目白押し。  

そんな関西最初の大型揚水発電所が「喜撰山発電所」で、新たに開発され

た高溶接性高張力鋼板が適用されてゆくさきがけとなった発電所である。

水圧鉄管の例 地下埋設管&ペンストック分岐部 と水圧鉄管用極厚板の溶接継手試験片  

インターネット検索より 



4. 大空に拳を突き上げるその力強い姿  鉄のモニュメント「鉄人 28 号」登場  2009.10.完成 

    

    
 

 

 

 

口絵-2  奥播磨 かつてのたたらの郷に咲く「ピンクの花・ジキタリス」の花園   2009.6.21. 

宍粟市 黒尾山 北西山麓 野々隅原 大国牧場   

   

宍粟市 黒尾山 北西山麓 野々隅原 大国牧場に咲くジキタリスの花園  2009.6.21.  
 

 

〔高さ１８メートル、重さ５０トンの鋼鉄製〕  

  製作 岸和田市「北海製作所  

「鉄人 28 号」アニメ版設定原寸モニュメントが 阪神淡路

大震災からの長田復興のシンボルとして 神戸新長田駅

前に完成。  

1960 年代の高度成長時代  テレビアニメとして相次い

で登場した 「鉄腕アトム」「鉄人28 号」「エイトマン」  

子供たちばかりでなく、当時若き親父となり、 家族のた

め日夜奮闘していた団塊の世代にとって  その主題歌

のメロディーはエネルギーをもらった応援歌  

「重厚長大・鉄」が支えた高度成長時代の象徴でもある  

阪神大震災からの長田復興のシンボル「鉄人28 号」実物大モニュメントが完成  

アニメ版の設定原寸〔高さ１８メートル、重さ５０トン〕の鋼鉄製 製作 岸和田市「北海製作所」  

神戸市JR 新長田駅南若松公園  2009.10.4. 



口絵-3 弥生時代後半  国内最大級の鍛冶の村「垣内遺跡（鍛冶工房跡)」  

国生み神話の淡路島で、弥生時代後半 卑弥呼の時代の大鍛冶工房村が出土した 

倭国から初期大和王権誕生へ 日本誕生の謎を解き明かすかも・・・  

 

尾根筋の最下部より 尾根筋に広がる遺跡全体  2008.1.25.  2007年調査部は既に埋め戻されている 

 

弥生時代後期(1 世紀～3 世紀前半)の大鍛冶工房跡 ｢垣内遺跡｣ 主要部   淡路市黒谷 2009．1.25．雪の朝  

SH-302   鍛冶工房跡（大型円形竪穴建物 少なくとも1回建替）鍛冶炉跡10 石槌 金床石 鉄製品12  

SH-303   大型鉄素材が出土した鍛冶工房跡（大型円形竪穴建物）鍛冶炉跡3 石槌 鉄製品5（内1は大型鉄製品）   

    SH-304  鍛冶工房跡（方形の竪穴建物）鍛冶炉跡1 壁際で石槌・砥石・鉄製品1 

    SH-305  円形竪穴建物 炉跡発見されず 

    SH-306  鍛冶工房跡（竪穴建物 南半分が崩れ半円状で出土） 鍛冶炉1 鉄片1  

 

       2008年発掘調査 主要部尾根筋の上部 ③地区    2008.1.25. 

SH-308 鍛冶工房跡（円形竪穴建物跡・重なって出土） 鍛冶炉跡2以上  石槌1 鉄片1 

SH-309 鍛冶工房跡（円形竪穴建物跡・重なって出土） 鍛冶炉跡3以上  



口絵-4 BC 19 世紀に遡れるという ヒッタイト 最古の人工鉄 と 中国最古の鉄 

 

1.  トルコ アナトリアで大村幸弘さんたちによって発掘された最古の人工鉄 「鋼」 

 

 

2. 中国最古の鉄 塊錬鉄 BC 9 世紀頃 

 
 

 



            【 参考 】 東アジア 製鉄技術の歴史 

   1. 中国 

  

    2. 朝鮮半島 

  



      3. 日本 

        BC 800   600   400  300  200  100   0   100   200  300  400  500   600  700  800    1000     1500     

          ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼  ▼    ▼    ▼      

    縄文晩期          弥生前期       中期    後期   古墳前期 中期   後期   飛鳥 奈良  平安          室町 

【鋳造破片再生の時代】】    【本格鍛冶の時代】   【鉄の量産化の時代】 

                             【原始鍛冶の時代】   【鉄生産・鉄の自給拡散の時代】 

  【鍛打伸展鍛冶の時代】       【鉄の多様化の時代】 

 

 

1. 縄文晩期～弥生前期 紀元前2世紀～紀元1世紀   【 鋳造破片再生の時代 】 

中国・朝鮮半島との交流は縄文時代晩期には既に始まっており、中国にその起源をもつ鉄 

器が日本に現れ、その後弥生前期には中国で製造された鋳物製の鉄斧などの破片を日本で  

割るなどの再加工して使用する事が始まる。 

2. 弥生時代中期～後期  紀元1世紀～3世紀初頭      【 原始鍛冶の時代 】 

薄く板状に鋳込み表面脱炭去れた素材が日本に持ち込まれ、曲げなど簡単な鍛冶が行われ 

るようになる。 

3. 弥生時代後期以降～古墳時代中期 2世紀～4世紀    【 鍛打伸展鍛冶の時代 】 

中国では脆い鋳鉄鋳物ばかりでなく、鉄鉱石を低温還元焼成してつくられた塊状錬鉄が得 

られるようになり、脱炭鋳鉄と同時に日本にこれらが持ち込まれるようになり、これらを 

素材とした鍛錬加工(原始鍛冶)がスタートし、次第に本格鍛冶へと移って行く。 

4. 古墳時代初頭以降 初期～中期  3世紀中半～5世紀  【 本格鍛冶の時代 】  

大陸では塊状鉄精錬が本格化し、鍛冶材料として広く流布。朝鮮半島でもこの塊状鉄精錬 

がスタートしたと見られるが、はっきりしない。 

この当時 半島朝鮮半島の南部辰韓・加耶と倭国との交流が始り、4世紀半ばには加耶が 

鍛冶加工された薄い鉄板(鉄鋌)の供給基地として登場し、渡来人の交流と共に大量の鉄鋌 

が鍛冶原料として持ち込まれるようになる。当初3世紀には北九州に限られた鉄の先進地 

が5世紀には瀬戸内・出雲・吉備・畿内へと東進してゆく。この間日本に於いてはこれら 

朝鮮半島から持ち込まれた鉄鋌と共にこの鍛冶・加工に使った鍛冶炉跡や鍛冶滓が大量に 

見つかるようになる。 

5世紀後半になると畿内には大県遺跡のような大規模な専業鍛冶集団が生まれて勢力を伸 

ばす。 

5. 古墳時代中後期～飛鳥・奈良 5世紀末～8世紀       【 鉄生産・鉄の自給拡散の時代 】 

その始りはまだはっきりしないが、5世紀末から6世紀初頭にかけて 鉄鉱石原料とした箱 

型炉による製鉄精練が日本国内(吉備)で始り、鉄素材の自給が始まった。また 国内に大 

量に存在する砂鉄を原料とした精練も始り、日本での鉄自給の波が西国から東へ広がって 

行く。 

7世紀末から8世紀には現在の福島県原ノ町近傍(行方製鉄遺跡)まで広がりさらに、9世紀 

には青森岩木山北山麓での製鉄が確認されている。 

6. 奈良・平安時代  8世紀～11世紀       【 鉄の多様化の時代 】 

竪型炉が関東・東国に出現し、大型の箱型炉や鋳物遺跡の出現など鉄生産が日本全国にお 

よび、鉄生産の多様化が進む。本格的な鋳物生産がはじまり鉄の多様化がはじまる。 

7. 中世 15世紀以降               【 鉄の量産化の時代 】 

高殿たたらが鉄山経営として成り立ち 出雲など中国地方の生産が他を圧倒して行く 
 

 

日本古代 和鉄の歴史 


